
室戸支所管
内より

あき支所管
内より

　普段は父・慎一郎さん、母・香さんと安芸
市で暮らす叶香ちゃん。週末は毎週のように、
祖父・明彦さん、祖母・千枝さんの住む安田
町へ遊びにやって来ます。明彦さんも千枝さ
んも、孫に会えることが一番の楽しみ。釣りが
趣味の明彦さんは、叶香ちゃんに「ビンビ食
べたい！  」とおねだりされると、ルンルンで海
へ出掛けて行くそうです。明彦さんと千枝さん
が作ったブロッコリーやナスも大好き！  モリモリ
とたくさん食べます。
　２月には弟が産まれ、お姉ちゃんになったば
かり。しっかり者の叶香ちゃんは、弟ができる
ことをずっと楽しみにしていました。これから弟
のお世話を頑張ってね！

毎年いろんなことを実験したい
（上）山﨑 健一さん（53）
                      恵子さん（46）
（下）岩﨑 智子さん（50）

お姉ちゃんになったばかりだよ
小松 叶香ちゃん 　（３）

きょう　か

　昨年９月、人生３冊目の歌集「静思集」を自費
出版した静子さん。学生時代から文学好きで、看
護師として働きながらも50年以上短歌を続けてきま
した。「日常生活の中のうれしいことも悲しいこと
も、全て歌に託する」とその時の情景や雲の動き
を素早くキャッチし、表現する言葉を考えます。で
きるだけ平易な言葉を選び、何度も練り直して完
成させます。
　県外から要請があれば、自分のレベルを知るチャ
ンスだと、東京のNHK全国短歌大会や現代短歌
大会などへも出品します。「私の生きる支えは、歌
を作ること」と今でも挑戦を続けています。

雨あがり　山の畑に陽の差せば　柚子の葉群れに
湯気たちのぼる　「静思集」より

生きる支えは、歌を作ること
濵渦 静子さん（81）

いつも一緒にいたいよ♡
ゆうちゃん（３）
飼い主：小松 敏一さん

　昨年10月、高知市の知人の家から安田町
の小松家にやってきたゆうちゃん。“優”しい
子になってほしい、敏一さんの“友”になって
ほしい。そんな思いを込めて、“ゆう”と名付
けました。
　一緒に暮らすようになってまだ数か月ですが、
２人はすっかり仲良し♡  敏一さんがユズや
シャクヤクなどの圃場に行く時も、軽トラの後
ろに乗って一緒に出掛けます。姿が見えない
時は、寂しくて大きな声で吠えて探しているそ
う。撮影中も、敏一さんにすり寄って甘えてい
る姿がとってもチャーミングでした♪

　安芸市川北でナス19アールを栽培する健一さん。
手伝ってくれる妻・恵子さんと妹・智子さんと３人
で、ハウスの中はとても賑やかです。以前はスー
パーの店長などの仕事をしていましたが、自分でし
たことが全部自分へ返ってくる農業に惹かれて転職
しました。
　（株）尾原農園で施設園芸の基礎を１年間学んだ
後、親戚のハウスを借りて就農。今年、完成した
ばかりのハウスで３作目を迎えます。「今はまだ白
紙。ここからどこまで伸ばせるかが勝負」と来年の
規模拡大、さらに再来年の計画に向かって動いて
います。昔からもの作りが好きだったと言うだけあっ
て、「毎年いろんなことを実験して、どんどん良くし
ていきたい」と挑戦を楽しんでいます。

あき東支所
管内より

安田支所管
内より中山事務所管内より

北川支所管内より



吉良川支所吉良川支所

安芸営農経済センター地区本部
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

収穫したダイコンで漬物作り

　

青
壮
年
部
吉
良
川
支
部
は
２
月

25
日
、
吉
良
川
小
学
校
１
、
２
年
生

の
児
童
17
人
と
漬
物
作
り
を
行
い

ま
し
た
。

　

児
童
と
部
員
は
、塩
漬
け
し
て
お

い
た
ダ
イ
コ
ン
に
砂
糖
や
た
く
あ

ん
用
の
黄
粉
、酢
、出
し
昆
布
、唐
辛

子
を
加
え
、
混
ぜ
て
い
き
ま
し
た
。

ダ
イ
コ
ン
は
、児
童
と
一
緒
に
昨
年

に
植
え
付
け
、２
月
に
収
穫
し
た
も

の
を
使
用
。作
っ
た
漬
物
は
、
公
民

館
や
保
育
園
な
ど
地
域
の
お
世
話

に
な
っ
た
方
へ
販
売
す
る
予
定
で

す
。

　

児
童
は 

「
収
穫
も
漬
物
作
り
も

楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

ひなまつりで芋天と芋ドーナツ人気

　

安
芸
地
区
は
２
月
16
日
、「
龍
馬

マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
０
」
で
ナ
ス
ゼ

リ
ー
約
５
０
０
０
個
を
ラ
ン
ナ
ー
へ

振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

職
員
ら
は
、
22
㌔
時
点
の
第
８
給

水
所
で
、「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！
」

と
声
を
掛
け
な
が
ら
ゼ
リ
ー
を
手
渡

し
ま
し
た
。ラ
ン
ナ
ー
は
「
ナ
ス
ゼ

リ
ー
を
楽
し
み
に
来
た
」「
す
ご
く
美

味
し
い
」
と
お
も
て
な
し
を
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

　

企
画
組
合
員
課
の
島
田
千
恵
さ
ん

は
「
ナ
ス
ゼ
リ
ー
を
楽
し
み
に
し
て

く
れ
る
ラ
ン
ナ
ー
も
増
え
て
き
た
の

で
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
ま
す
。

ゴミを拾って、気持ちよく龍馬マラソン ナスゼリーで応援！

「漬物大好き」と調理に励む児童芋天や芋ドーナツは子どもにも大人気

漁港周辺で協力してゴミを拾う部員雨の中、力走するランナーへゼリーを手渡す職員ら

　

青
壮
年
部
は
２
月
21
日
、
道
の
駅

大
山
周
辺
で
清
掃
活
動
を
行
い
、
４

支
部
か
ら
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

部
員
は
山
側
と
海
側
の
二
手
に
分

か
れ
、
歩
道
や
車
道
、
漁
港
や
公
園

な
ど
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
回
収
。

ゴ
ミ
袋
８
つ
分
を
拾
い
ま
し
た
。
部

員
は
「
今
年
は
ゴ
ミ
が
少
な
く
て
良

か
っ
た
」「
綺
麗
に
な
っ
て
気
持
ち

い
い
」
と
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

西
岡
幹
典
副
部
長
は
「
落
ち
て
い

る
ゴ
ミ
は
少
な
い
方
が
良
い
が
、
清

掃
し
て
観
光
客
や
地
元
の
人
に
も
っ

と
気
持
ち
良
く
過
ご
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。 ナスの機能性　

銀座で消費者にアピール

アンケートに答える来店者

安芸営農経済センター

　

女
性
部
吉
良
川
支
部
は
２
月
29
日

〜
３
月
３
日
、「
吉
良
川
の
町
家
ひ

な
ま
つ
り
」
に
出
店
し
、
地
元
農
産

物
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

部
員
は
、「
西
山
き
ん
と
き
」
と

加
工
品
を
販
売
。
イ
モ
の
甘
さ
が
引

き
立
つ
芋
天
と
、
ペ
ー
ス
ト
状
の
サ

ツ
マ
イ
モ
を
生
地
に
練
り
こ
ん
だ
モ

チ
モ
チ
食
感
の
芋
ド
ー
ナ
ツ
が
人
気

を
集
め
ま
し
た
。
高
知
市
か
ら
の
来

店
者
は
「
毎
年
必
ず
買
い
に
来
て
い

る
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

小
松
三
枝
子
支
部
長
は
「
地
元
農

産
物
の
美
味
し
さ
を
、
よ
り
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
調
理

に
励
み
ま
し
た
。

地区本部

部員が「土佐の料理伝承人」
消費者へ郷土料理教える

部員に教わりながら調理する参加者

　

園
芸
女
性
部
は
２
月
８
日
、
高
知

市
で
開
か
れ
た
郷
土
料
理
伝
承
講
座

に
「
土
佐
の
料
理
伝
承
人
」
と
し
て

参
加
。
県
内
の
消
費
者
ら
28
人
に
、

特
産
の
ナ
ス
の
味
わ
い
方
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
米
ナ
ス
の
た
た
き
」

「
ナ
ス
の
豚
肉
巻
き
」「
ナ
ス
と
シ
シ
ト

ウ
の
し
ょ
う
ゆ
煮
」
な
ど
を
調
理
。
部

員
か
ら
ナ
ス
の
切
り
方
や
揚
げ
加
減

な
ど
細
か
い
工
程
を
教
わ
り
な
が
ら
、

料
理
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
子
ど
も
へ
郷
土
料
理
を

教
え
た
く
て
参
加
し
た
」「
ナ
ス
料
理

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
増
え
て
嬉
し
い
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

渡
辺
る
り
部
長
は
「
消
費
者
と
交
流

で
き
る
貴
重
な
機
会
。
み
ん
な
で
教
え

な
が
ら
楽
し
ん
で
調
理
で
き
た
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

同
講
座
は
、
県
内
の
各
地
域
で
郷
土

料
理
に
卓
越
し
た
知
識
・
技
術
等
を

有
し
、
伝
承
活
動
に
取
り
組
む
「
土
佐

の
料
理
伝
承
人
」
が
講
師
を
務
め
ま

す
。
現
在
63
の
個
人
と
団
体
を
県
が
選

定
。
県
農
業
振
興
部
の
前
田
淑
課
長
補

佐
は
「
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
家
族
や

地
域
の
人
に
広
げ
て
も
ら
い
、
料
理
伝

承
人
の
味
や
技
を
継
ぐ
存
在
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　

園
芸
研
究
会
は
２
月
６
日
、
銀
座

の
高
知
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
ま

る
ご
と
高
知
」
で
、
ナ
ス
に
含
ま
れ
る

機
能
性
成
分
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
職
員
が
、
来
店

者
に
ナ
ス
や
レ
シ
ピ
な
ど
を
配
布
し

て
、
機
能
性
表
示
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

ナ
ス
に
多
く
含
ま
れ
る
コ
リ
ン
エ

ス
テ
ル
に
は
、
血
圧
や
気
分
を
改
善

す
る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
高
知
県
、
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、

㈱
ウ
ェ
ル
ナ
ス
は
、
さ
ら
な
る
消
費

拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、
ナ
ス
の
機

能
性
表
示
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
食
品
を
買
う
と
き

の
基
準
や
、
ナ
ス
の
機
能
性
の
認
知

度
、
利
用
し
た
い
機
能
性
の
ナ
ス
商

品
な
ど
を
確
か
め
ま
し
た
。
機
能
性

表
示
食
品
の
開
発
の
際
、
消
費
者
の

意
見
を
参
考
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

来
店
者
は
「
ナ
ス
に
こ
ん
な
効
果

が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
」
と

積
極
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

同
研
究
会
の
清
岡
克
弘
会
長
は
「
ナ

ス
の
健
康
効
果
に
つ
い
て
消
費
者
に

直
接
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
、
理
解

し
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し

ま
し
た
。



　

本
県
も
参
画
し
て
実
施
し
た
農
林
水
産

業
・
食
品
産
業
科
学
技
術
研
究
推
進
事
業

（
課
題
番
号
：
２
７
０
３
５
C
）
に
お
い
て
、

カ
ン
キ
ツ
栽
培
で
重
要
な
病
害
の
１
つ
で
あ

る
カ
ン
キ
ツ
か
い
よ
う
病
に
強
く
、
種
が
ほ

と
ん
ど
入
ら
な
い
無
核
性
ブ
ン
タ
ン
品
種

「 

瑞
季
（
み
ず
き
）」
が
開
発
さ
れ
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

　
　

　

本
品
種
は
広
島
県
と
国
立
大
学
法
人
京

都
大
学
が
共
同
で
開
発
し
た
品
種
で
、
そ
の

栽
培
特
性
等
を
高
知
県
と
広
島
県
で
実
証

試
験
し
、
そ
の
特
性
が
認
め
ら
れ
、
令
和

元
年
11
月
20
日
に
品
種
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

 　　

　

種
子
親
は
「
水
晶
文
旦
」、
花
粉
親
は 

「
サ
ザ
ン
イ
エ
ロ
ー
（「
谷
川
文
旦
」
×
「
無

核
紀
州
」）」
で
、
樹
勢
は
中
程
度
、
樹
姿
は

直
立
性
と
開
張
性
の
中
間
で
す
。
ト
ゲ
は 

「
土
佐
文
旦
」
と
同
様
に
短
く
栽
培
に
影
響

は
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ン
キ
ツ
か
い
よ
う
病
の
発

生
は
「
土
佐
文
旦
」
よ
り
は
少
な
い
で
す
。

隔
年
結
果
性
は
低
く
着
果
は
良
好
で
す
。

 　　　　

果
皮
は
鮮
や
か
な
黄
色
（
写
真
１
、
２
）

で
、
香
り
は
花
粉
親
の
「
サ
ザ
ン
イ
エ
ロ
ー
」

に
近
く
、
甘
い
芳
香
を
有
し
て
い
ま
す
。
果

実
形
状
は
短
卵
形
で
果
梗
部
に
短
い
出
っ
張

り
を
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
写
真
２
）。

果
実
重
は
５
０
０ｇ
程
度
で
、
完
全
種
子
数

は
2.0
個
と
極
め
て
少
な
い
で
す
。
食
べ
ら
れ

る
部
分
を
表
す
果
肉
歩
合
は
58.6
％
と
「
土

佐
文
旦
」
と
ほ
ぼ
同
等
で
、
果
肉
は
柔
ら

か
く
多
汁
で
カ
ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
に
適
し
て
い
ま

す（
表
）。　
　
　

    　　

食
べ
方
は
果
実
を
赤
道
面
で
カ
ッ
ト
し
、

ス
プ
ー
ン
で
す
く
っ
て
食
べ
る
の
に
適
し
て
お

り
、「
皮
を
剥
く
の
が
面
倒
」、「
手
が
汚
れ

る
」
と
い
っ
た
、
若
者
の
果
物
離
れ
の
要
因

で
も
あ
る
マ
イ
ナ
ス
面
が
克
服
さ
れ
た
簡
便

に
食
べ
ら
れ
る
新
し
い
ブ
ン
タ
ン
品
種
で
す
。

　

４
月
中
旬
以
降
に
成
熟
す
る
晩
生
品
種

で
、
育
成
地
で
あ
る
広
島
県
で
は
瀬
戸
内
の

温
暖
な
気
候
を
活
か
し
樹
上
で
越
冬
さ
せ
、

カ
ン
キ
ツ
類
が
品
薄
と
な
る
４
月
中
旬
以
降

の
端
境
期
の
出
荷
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

安芸地区版

安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
０
８
８
７‐３
４‐０
１
３
８

振
興
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ま
す
。

　

湿
度
管
理
に
つ
い
て
は
、
天
窓
を

３
〜
４㎝
程
度
空
か
し
て
湿
気
を
抜
き

ま
す
。
雨
天
時
で
も
、
降
り
込
み
が

な
け
れ
ば
サ
イ
ド
や
天
窓
を
少
し
開
け

て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
加
温
を
し
、
相

対
湿
度
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

灌
水
・
追
肥

　

灌
水
は
１
〜
２
日
ご
と（
晴
天
時
は

毎
日
）を
目
安
に
行
い
、
灌
水
量
も
増

や
し
ま
す
。

　

曇
雨
天
時
後
の
晴
天
日
に
は
、
日

焼
け
果
・
ボ
ケ
果
防
止
の
為
、
早
朝

（
７
時
頃
）か
ら
灌
水
を
十
分
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

追
肥
は
液
肥
を
灌
水
の
た
び
に
10

ア
ー
ル
当
り
チ
ッ
ソ
成
分
で
0.2
〜
0.5
㎏

程
度
を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

整
枝
・
摘
葉

　

日
射
量
の
増
加
に
合
わ
せ
て
上
位

側
枝
を
伸
ば
す
な
ど
、
葉
面
積
を
十

分
確
保
し
、
ふ
と
こ
ろ
は
混
み
合
わ
な

い
よ
う
適
度
に
整
枝
・
摘
葉
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

病
害
虫

　

黒
枯
病
（
水
泡
病
）・
す
す
か
び

病
・
褐
色
腐
敗
病
・
フ
ザ
リ
ウ
ム
立

枯
病
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ナ

ス

腐
敗
果
・
ボ
ケ
果
対
策

　

４
月
17
日
は
、
な
す
び
記
念

日
で
す
。
徹
底
し
た
品
質
管
理

で
、
消
費
者
の
皆
様
に
お
い
し
い

ナ
ス
を
食
べ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

安芸営農経済センター
営農指導課
芸東ブロック
池知　雅貴

腐
敗
果
防
止
対
策

　

最
盛
期
を
迎
え
、
腐
敗
果
の
発

生
が
多
く
な
る
時
期
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
腐
敗
果
対
策
と
し
て
左
記

の
項
目
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
花
抜
き
は
徹
底
し
て
行
う
。

●
整
枝
・
摘
葉
を
十
分
に
行
う
。

●
換
気
・
灌
水
を
十
分
に
行
う
。

●
被
害
果
や
被
害
葉
を
ハ
ウ
ス
外
に

出
し
、
圃
場
を
清
潔
に
保
つ
。

●
選
果
を
十
分
に
行
い
、
腐
敗
果
お

よ
び
ヘ
タ
傷
み
果
を
混
入
さ
せ
な
い
。

品
質
低
下
対
策
（
ボ
ケ
果
等
）

　

着
果
数
が
多
く
な
る
と
、
各
果

実
に
送
ら
れ
る
養
水
分
が
不
足
し
、

ボ
ケ
果
の
発
生
な
ど
の
品
質
低
下
や

樹
勢
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
灌

水
の
間
隔
を
短
く
し
、
一
芽
摘
芯
・

摘
果
を
行
い
着
果
過
多
状
態
に
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

温
度
・
湿
度
管
理

 　

日
中
は
30
℃
以
上
の
高
温
に
注
意

し
、
夜
温
は
15
℃
を
目
安
に
管
理
し

中
平　

智
章

　

春
が
近
付
く
に
つ
れ
、
降
水
量

が
増
え
て
く
る
の
で
、
そ
う
か
病

の
防
除
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

そ
う
か
病
の
防
除　

　

そ
う
か
病
は
、
葉
や
果
実
、
枝
に
飛

び
出
し
た
病
班
や
ガ
サ
ガ
サ
し
た
か
さ

ぶ
た
状
の
病
班
が
発
生
す
る
病
気
で
す
。

特
に
、
温
州
み
か
ん
や
レ
モ
ン
等
は
そ
う

か
病
が
発
生
し
や
す
い
の
で
、
こ
れ
ら
の

品
種
で
は
し
っ
か
り
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
発
芽
期
か
ら
新
梢
伸
長
期
に

か
け
て
気
温
が
比
較
的
低
く
、
降
雨
量

が
多
い
と
葉
で
の
発
病
が
多
く
な
り
ま

す
。
葉
や
枝
の
病
班
は
果
実
へ
の
重
要

な
感
染
源
と
な
り
ま
す
の
で
、
発
芽
期

の
防
除
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
果
実
で
は
落
弁
後
が
発
病
し
や
す

く
、
花
弁
が
落
ち
る
時
期
か
ら
７
月
下

旬
ま
で
の
降
雨
量
が
多
い
と
発
病
が
多

く
な
り
ま
す
。

防
除
の
ポ
イ
ン
ト

●
発
芽
初
期
（
早
い
新
梢
で
１
㎝
程
度
）

に
し
っ
か
り
と
薬
剤
防
除
を
行
う
。

●
伝
染
源
と
な
る
の
で
罹
病
し
て
い
る

枝
や
葉
を
発
芽
期
ま
で
に
剪
除
す
る
。

●
枝
が
遅
伸
び
し
な
い
よ
う
に
窒
素
肥

料
の
や
り
過
ぎ
に
は
注
意
す
る
。

●
密
植
状
態
の
園
地
で
は
整
枝
・
剪
定

で
通
風
と
採
光
の
改
善
を
図
る
。

　

発
芽
初
期
以
降
の
防
除
は
、
落
弁

期
、
幼
果
期
で
す
。
特
に
果
実
に
対
す

る
感
染
を
防
止
す
る
為
に
は
落
弁
期
の

防
除
が
重
要
で
す
。
落
弁
期
は
灰
色
か

び
病
や
黒
点
病
の
防
除
時
期
で
も
あ

り
、
こ
れ
ら
の
病
気
と
同
時
防
除
で
き

る
薬
剤
で
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

そ
う
か
病
（
薬
剤
防
除
例
）

４
月
中
下
旬
（
発
芽
期
）

　

ム
ッ
シ
ュ
ボ
ル
ド
ー　
　
　

  

５
０
０
倍

５
月
下
旬
（
落
弁
期
）

　

ナ
リ
ア
Ｗ
Ｄ
Ｇ 　
　

  　

２
０
０
０
倍

　

フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
顆
粒
水
和
剤 

４
０
０
０
倍

※
灰
色
か
び
病
と
同
時
防
除

カ
ン
キ
ツ

安芸営農経済センター
営農指導課
中芸ブロック
久保　巴哉

発
芽
期
の
防
除

種
が
ほ
と
ん
ど
入
ら
な
い
ブ
ン
タ
ン
新
品
種「 

瑞
季（
み
ず
き
）」の
紹
介

冬
季
に
寒
害
の
恐
れ
が
あ
る
地
域
で
は
、
寒

波
襲
来
前
に
収
穫
し
貯
蔵
を
行
い
ま
す
。

そ
の
際
、
マ
ル
チ
栽
培
等
で
秋
季
か
ら
糖
度

上
昇
を
図
り
、
収
穫
後
は
３
月
下
旬
ま
で

常
温
で
貯
蔵
す
る
こ
と
で
、
減
酸
が
進
み
食

味
が
良
好
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
早
期
に
収

穫
し
た
果
実
は
春
先
の
気
温
上
昇
と
と
も

に
、
果
心
周
辺
部
が
白
濁
す
る
場
合
が
あ
る

た
め
、
３
月
下
旬
以
降
は
８
℃
程
度
で
冷
蔵

貯
蔵
し
ま
す
。

　

９
月
以
降
、
こ
は
ん
様
症
状
が
出
る
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
軽
度
の
も
の
は
着
色
が
進

む
と
わ
か
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
日
射
し
が

当
た
る
面
に
発
生
が
多
く
見
ら
れ
、
化
繊

布
（
サ
ン
テ
）
被
覆
で
軽
減
で
き
ま
す
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
原
因
を
究
明
中
で
す
。
ま

た
、
ハ
ウ
ス
栽
培
等
で
開
花
〜
幼
果
期
に
高

温
に
遭
遇
す
る
と
、
種
子
が
入
り
や
す
く

な
る
た
め
、
換
気
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

本
品
種
の
苗
木
は
供
給
地
域
を
限
定
せ

ず
、
全
国
で
の
栽
培
が
可
能
で
す
。
早
け
れ

ば
令
和
３
年
３
月
か
ら
苗
木
の
供
給
が
始
ま

り
ま
す
の
で
、
こ
う
ち
農
業
ネ
ッ
ト
H
P
や

F
a
c
e
b
o
o
k
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
（
安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
室
戸
支
所
）。

そうか病のイボ型病斑罹病葉

果実での被害果

写真１　「瑞季」着果状況

写真２　「瑞季」果実断面

表　「瑞季」の果実特性

データは広島総研農技センターから引用
2019年3月7日収穫、ポリ袋常温貯蔵後、4月15日分析

着色始期 完全着色期 果実重
（g）

果皮厚
（mm）

９月29日 12月２日 503.9 10.1

果肉歩合
（%） 完全種子数 糖度

（°Brix）
酸度
（%）

58.6 2.0 12.4 1.11




